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内
町
組
大
庄
屋
・
伊
東
家
と
米
屋
町
組
大
庄
屋
・
野
附
家
の
文
書
（
酒
田
市
立
光
丘
文
庫
所
蔵
）
か
ら
で
、
句
読
点
は
筆
者
が
付
け
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
酒
田
湊
に
は
諸
国
か
ら
多
く
の
海
船
が
入
港
す
る
。
海
船
か
ら
の
荷
下
ろ
し
や
荷
積
み
、
そ
の
荷
物
の
輸
送
に
多
く
の
川
船
が
使
わ
れ
た
。
そ
れ
を
め
ぐ
っ
て
の
多
く
の
問
題
や
事
件
等
も
発
生
し
た
。
次
の
イ
、
ロ
、
ハ
は
伊
東
家
文
書
貞
享
二
年
乙
丑
十
二
月
よ
り
宝
暦
十
三
未
年
迄
之
内
池
田
家
御
用
帳
之
内
よ
り
書
抜
か
ら
で
、
ニ
は
野
附
家
文
書
の
宝
暦
十
二
年
（
一
七
六
二
）
よ
り
の
諸
御
用
控
帳
か
ら
で
あ
る
。
イ
、
元
禄
十
年
丑
（
一
六
九
七
）
二
月
十
二
日
、
酒
田
町
の
玉
屋
長
右
衛
門
や
加
々
屋
太
郎
右
衛
門
等
問
屋
六
十
一
名
が
惣
連
印
し
て
、
三
十
六
人
衆
年
寄
の
加
々
屋
与
助
・
鐙
屋
、
酒
田
町
組
大
庄
屋
の
栗
林
・
渡
邊
、
内
町
組
大
庄
屋
伊
東
・
斎
藤
、
米
屋
町
組
大
庄
屋
池
（ ） 大庄屋文書から見た酒田の世相（九）
（ ）
田
・
野
附
に
、
次
の
一
札
差
上
申
事
が
出
さ
れ
た
。
川
之
内
、
上
荷
船
・
沖
瀬
取
船
・
鶴
ケ
岡
、
順
番
ニ
被
仰
付
候
、
自
今
已
後
、
上
荷
・
瀬
取
船
・
鶴
ケ
岡
登
船
入
用
之
時
分
者
、
役
人
方
江
相
断
、
船
雇
可
申
候
、
諸
事
滞
無
御
座
候
様
、
役
人
方
江
相
對
可
仕
候
、
尤
前
日
よ
り
入
用
相
知
申
候
分
者
、
前
日
ニ
断
可
申
候
（
以
下
略
）
。
問
屋
達
の
商
品
輸
送
の
た
め
の
川
船
使
用
に
よ
り
、
海
船
か
ら
荷
物
の
積
み
降
ろ
し
に
従
事
す
る
上
荷
船
や
沖
瀬
取
船
、
港
か
ら
赤
川
を
経
て
鶴
岡
登
り
で
荷
物
を
運
ぶ
川
船
に
支
障
を
き
た
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
川
船
を
順
番
に
使
う
こ
と
を
命
じ
ら
れ
、
問
屋
達
は
今
後
、
船
が
入
用
の
場
合
は
役
人
に
相
談
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
受
け
た
年
寄
・
大
庄
屋
は
同
日
、
御
町
奉
行
所
に
、
前
書
之
通
、
拙
者
共
打
寄
、
吟
味
仕
候
、
自
然
問
屋
共
相
工
、
順
番
破
り
申
様
成
儀
仕
候
ハ
ハ
、
僉
儀
之
上
、
可
申
上
候
、
以
上
を
提
出
し
た
。
大
庄
屋
達
が
集
ま
り
、
問
屋
達
が
た
く
ら
ん
で
、
順
番
送
り
を
破
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
申
し
上
げ
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
同
月
日
に
、
川
船
の
船
頭
と
思
わ
れ
る
染
屋
小
路
新
四
郎
等
六
人
、
利
右
衛
門
小
路
九
兵
衛
等
十
一
人
、
そ
の
他
二
十
の
町
の
総
計
百
五
十
五
人
、
さ
ら
に
内
町
三
十
五
人
、
片
町
五
十
二
人
等
九
つ
の
町
、
二
百
三
十
九
人
の
小
船
持
、
内
町
組
九
郎
左
衛
門
等
七
人
と
米
屋
町
組
庄
次
郎
等
四
人
の
小
船
組
頭
、
仙
助
と
長
右
衛
門
の
船
肝
煎
、
小
右
衛
門
と
彦
作
の
船
荷
指
、
又
右
衛
門
等
三
人
の
船
組
頭
、
松
兵
衛
等
六
人
の
船
持
頭
、
新
兵
衛
等
六
人
の
上
荷
役
人
、
五
郎
兵
衛
と
弥
七
郎
の
鶴
岡
船
荷
指
か
ら
次
ぎ
の
一
札
差
上
申
事
が
年
寄
・
大
庄
屋
に
出
さ
れ
た
。
一
、
川
之
内
、
上
荷
船
・
瀬
取
船
並
鶴
岡
登
荷
物
大
小
之
川
舟
、
順
番
願
申
上
候
處
ニ
、
奉
願
候
通
、
今
度
被
仰
付
、
惣
船
持
者
不
及
申
上
、
船
頭
・
水
主
共
ニ
難
有
奉
存
候
、
依
之
、
手
閊
為
致
申
間
敷
旨
、
品
々
被
仰
付
、
奉
得
其
意
、
舟
仲
間
申
合
、
少
茂
遅
々
仕
申
間
敷
事
一
、
沖
瀬
取
船
積
口
、
庄
内
米
五
人
乗
百
八
拾
俵
、
四
人
乗
百
四
拾
四
俵
、
三
人
乗
百
八
俵
、
御
定
之
通
積
可
申
候
、
海
船
之
船
頭
望
ニ
而
、
不
足
積
申
候
ハ
ハ
、
運
賃
定
之
通
可
申
請
候
、
若
川
船
之
者
共
致
勝
手
、
積
口
不
足
仕
候
ハ
ハ
、
米
数
勘
定
次
第
ニ
俵
掛
り
ニ
運
賃
可
申
受
候
一
、
川
之
内
、
上
荷
船
・
沖
瀬
取
船
共
ニ
臺
木
等
入
念
可
申
候
、
勿
論
、
右
船
、
水
主
・
船
頭
ニ
老
人
・
若
輩
者
出
し
申
間
敷
候
、
麁
相
成
儀
仕
、
俵
物
濡
損
仕
候
ハ
ハ
、
弁
可
申
候
、
但
破
損
儀
、
俄
雨
之
儀
者
格
別
之
儀
御
座
候
右
之
通
、
手
閊
無
御
座
候
様
ニ
急
度
相
勤
可
申
候
、
若
、
滞
申
儀
も
御
座
候
ハ
ハ
、
何
時
成
共
、
順
番
相
止
候
様
ニ
被
仰
付
候
共
、
少
し
も
御
恨
ニ
奉
及
間
敷
候
以
上
順
番
を
守
り
、
決
し
て
運
送
が
つ
か
え
た
り
、
遅
れ
た
り
し
な
い
事
。
船
の
米
積
み
は
、
船
頭
・
水
主
五
人
乗
り
の
場
合
は
百
八
十
俵
な
ど
を
守
り
、
海
船
の
船
頭
に
積
数
を
少
な
く
頼
ま
れ
て
も
規
定
の
賃
銭
を
受
け
取
る
し
、
一
方
、
川
船
の
者
共
が
勝
手
に
積
数
を
不
足
し
て
も
、
俵
数
に
応
じ
て
の
運
賃
に
す
る
。
上
荷
船
・
瀬
取
船
と
も
船
体
に
念
を
入
れ
、
船
に
は
老
人
や
若
輩
者
を
雇
わ
な
い
。
に
わ
か
雨
で
破
損
し
た
場
合
以
外
に
、
俵
物
が
濡
れ
て
損
害
を
受
け
た
時
は
弁
償
す
る
。
以
上
、
運
送
が
滞
る
よ
う
な
こ
と
に
な
り
、
順
番
が
廃
止
さ
れ
て
も
少
し
も
恨
む
こ
と
は
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
受
け
た
年
寄
・
大
庄
屋
八
名
は
同
月
日
、
御
町
奉
行
所
に
、
前
書
之
通
、
拙
者
共
打
寄
、
手
閊
無
御
座
候
様
ニ
為
相
勤
可
申
候
、
自
然
滞
申
儀
御
座
候
ハ
ハ
、
立
合
吟
味
之
上
、
何
時
成
共
申
上
候
間
、
為
相
止
可
申
候
已
上
を
提
出
し
た
。
川
船
関
係
者
が
仕
事
が
滞
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
場
合
は
、
吟
味
の
上
、
荷
物
順
番
送
り
を
廃
止
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
ロ
、
元
禄
十
七
年
申
（
一
七
四
）
三
月
二
十
一
日
、
大
小
惣
川
船
持
仲
間
・
無
玉
船
差
役
人
・
無
玉
船
組
頭
・
無
玉
船
荷
指
・
大
船
組
頭
・
大
船
荷
指
・
船
組
頭
・
上
荷
役
人
、
吟
味
役
人
の
佐
藤
利
兵
衛
・
二
木
庄
兵
衛
・
鈴
木
市
郎
兵
衛
・
鈴
木
九
左
衛
門
か
ら
酒
田
町
の
年
寄
・
大
庄
屋
八
名
に
、
次
ぎ
の
乍
恐
以
書
付
奉
願
候
事
が
出
さ
れ
た
。
な
お
、
無
玉
船
は
一
人
乗
り
の
川
船
で
あ
る
。
海
船
積
荷
物
、
又
上
方
よ
り
積
参
候
荷
物
、
少
々
之
分
ハ
、
本
船
之
て
ん
ま
壱
艘
斗
ニ
而
、
送
り
申
候
分
ハ
其
通
り
ニ
仕
罷
在
候
所
ニ
、
一
両
年
以
来
、
雇
て
ん
ま
仕
送
申
候
由
、
承
申
候
得
共
、
慥
成
儀
も
見
届
不
申
候
ニ
付
、
只
今
迄
不
申
上
候
、
然
ル
處
、
先
月
末
ニ
罷
成
、
（ ） 大庄屋文書から見た酒田の世相（九）
（ ）
塩
大
分
ニ
参
、
方
々
へ
上
り
申
候
得
共
、
上
荷
船
一
圓
雇
不
申
候
ニ
付
、
迷
惑
ニ
御
座
候
、
川
船
之
者
共
方
々
か
け
廻
、
見
届
申
候
處
ニ
、
本
船
壱
艘
江
て
ん
ま
四
、
五
艘
宛
雇
船
仕
送
り
申
候
海
船
や
上
方
か
ら
来
た
積
み
荷
が
少
々
で
あ
れ
ば
、
本
船
に
積
ま
れ
て
い
る
て
ん
ま
船
一
艘
だ
け
に
運
送
を
認
め
て
い
た
。
し
か
し
一
、
二
年
前
か
ら
雇
い
て
ん
ま
船
で
運
ん
で
い
る
と
い
う
う
わ
さ
を
聞
い
て
い
た
が
、
見
届
け
る
こ
と
も
で
き
ず
申
し
上
げ
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
先
月
末
、
大
量
の
塩
が
ほ
う
ぼ
う
に
陸
揚
げ
さ
れ
た
が
、
上
荷
船
は
全
然
雇
わ
れ
な
か
っ
た
。
そ
れ
で
迷
惑
し
て
い
る
川
船
の
者
共
が
か
け
回
っ
て
見
た
と
こ
ろ
、
本
船
一
艘
あ
た
り
て
ん
ま
船
を
四
、
五
艘
ず
つ
雇
っ
て
い
た
。
ケ
様
ニ
仕
候
而
者
、
末
々
上
荷
船
雇
申
者
無
御
座
、
當
所
川
舟
之
所
作
旅
船
ニ
被
奪
、
迷
惑
至
極
ニ
御
座
候
、
自
今
已
後
、
て
ん
ま
送
り
必
至
と
相
留
、
當
所
川
船
雇
申
候
様
ニ
被
仰
付
被
下
度
旨
、
去
年
中
願
申
上
候
所
ニ
、
被
為
聞
分
、
此
末
、
本
船
之
て
ん
ま
壱
艘
之
外
出
し
停
止
被
仰
付
候
、
相
背
、
脇
て
ん
ま
雇
送
り
荷
物
申
者
御
座
候
ハ
ハ
、
其
船
宿
並
海
船
共
方
よ
り
、
為
過
料
金
三
両
宛
六
両
出
さ
せ
可
申
候
由
、
御
定
被
下
候
段
、
承
知
仕
、
大
小
之
船
持
者
不
及
申
上
、
大
勢
之
船
水
主
ま
て
難
有
奉
存
候
以
上
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
で
は
今
後
、
上
荷
船
を
雇
う
海
船
が
な
く
な
り
、
酒
田
湊
の
川
船
の
仕
事
は
他
国
の
船
に
奪
わ
れ
る
の
で
、
こ
れ
を
厳
し
く
禁
止
し
、
酒
田
の
川
船
を
雇
う
よ
う
に
願
い
出
、
去
年
、
こ
れ
が
聞
き
届
け
ら
れ
、
本
船
一
艘
あ
た
り
て
ん
ま
船
一
艘
だ
け
認
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
今
、
又
こ
の
よ
う
な
事
が
起
き
た
が
、
違
反
し
、
外
か
ら
て
ん
ま
船
を
雇
っ
た
場
合
、
海
船
と
船
宿
に
三
両
ず
つ
計
六
両
の
過
料
金
を
取
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
ハ
、
酒
田
湊
内
に
は
、
商
い
荷
物
運
送
以
外
に
も
多
く
の
川
舟
が
行
き
来
し
て
い
る
。
年
貢
米
の
輸
送
や
普
請
な
ど
庄
内
藩
の
仕
事
を
す
る
舟
、
幕
府
の
年
貢
米
で
あ
る
御
城
米
の
積
み
取
り
な
ど
を
す
る
船
も
あ
る
。
次
は
貞
享
三
寅
年
（
一
六
八
六
）
十
二
月
三
十
日
、
御
町
奉
行
所
へ
舟
肝
煎
書
上
ケ
申
候
控
か
ら
の
御
役
舟
之
覚
で
あ
る
。
一
、
四
百
五
拾
壱
艘
御
役
舟
内
、
百
拾
五
艘
御
城
米
瀬
取
舟
五
人
乗
同
、
九
艘
同
断
四
人
乗
同
、
六
拾
五
艘
同
断
三
人
乗
同
、
百
弐
拾
壱
艘
鶴
岡
同
役
方
へ
五
人
乗
同
、
九
艘
同
断
四
人
乗
同
、
百
三
拾
四
艘
同
断
三
人
乗
同
、
八
艘
同
断
弐
人
乗
一
、
弐
千
五
拾
艘
壱
人
乗
寅
ノ
御
役
舟
内
、
千
五
百
四
拾
壱
艘
上
川
原
御
普
請
所
へ
罷
出
申
候
同
、
三
百
弐
拾
五
艘
御
米
置
塲
御
普
請
所
へ
罷
出
申
候
同
、
百
艘
御
城
廻
り
御
普
請
所
へ
罷
出
申
候
同
、
八
拾
四
艘
鶴
岡
・
藤
島
・
横
山
へ
罷
出
申
候
此
舟
数
四
百
弐
拾
艘
但
一
日
ニ
壱
艘
之
積
り
小
以
弐
千
三
百
八
拾
六
艘
。
ニ
、
次
は
宝
暦
十
三
年
未
（
一
七
六
三
）
五
月
二
日
の
御
城
米
並
御
雇
船
出
船
之
節
川
舟
水
主
賃
銭
定
書
之
覚
で
あ
る
。
酒
田
湊
か
ら
出
港
す
る
幕
府
領
の
年
貢
米
を
運
ぶ
御
城
米
御
雇
船
に
米
を
運
ぶ
瀬
取
舟
の
船
乗
り
の
賃
銭
支
払
い
条
件
と
金
額
が
記
さ
れ
て
い
る
。
一
、
未
五
月
二
日
、
御
城
米
御
雇
船
出
船
ニ
付
、
罷
成
候
瀬
取
川
舟
乗
水
主
賃
銭
、
濱
出
役
見
届
之
上
書
上
ケ
、
船
き
も
入
専
介
相
添
、
御
役
所
へ
指
紙
申
請
ニ
差
出
候
處
、
何
分
三
日
仲
間
致
沙
汰
、
申
上
候
様
ニ
被
仰
付
候
ニ
付
、
同
三
日
御
役
所
へ
當
番
・
非
番
共
ニ
打
寄
、
評
議
之
上
、
左
之
趣
申
上
候
處
、
御
呼
出
被
成
候
ニ
付
、
同
四
日
船
組
頭
又
右
衛
門
、
濱
見
分
小
屋
へ
召
呼
、
左
之
趣
申
渡
候
、
船
肝
煎
専
介
罷
出
不
申
候
ニ
付
、
又
右
衛
門
へ
申
渡
候
瀬
取
川
舟
船
乗
り
の
賃
銭
に
つ
い
て
、
浜
出
役
の
見
届
書
を
五
月
二
日
に
船
肝
煎
専
介
が
御
役
所
に
差
し
出
し
た
と
こ
ろ
、
年
寄
・
大
庄
屋
が
検
討
の
上
、
差
し
出
す
よ
う
に
い
わ
れ
た
。
三
日
に
御
役
所
に
月
番
も
非
番
の
者
も
集
ま
り
、
評
議
を
し
、
提
出
し
た
。
役
所
か
ら
承
認
を
受
け
、
四
日
に
浜
見
分
小
屋
に
船
組
頭
又
右
衛
門
を
呼
び
、
次
の
よ
う
に
申
し
渡
し
た
。
船
肝
煎
は
来
な
か
っ
た
。
一
、
御
城
米
御
雇
船
出
船
ニ
罷
出
候
瀬
取
舟
、
朝
立
、
御
囲
前
、
又
ハ
川
之
内
ニ
而
相
止
、
乗
戻
り
之
砌
ハ
、
無
賃
銭
一
、
朝
五
ツ
時
よ
り
九
ツ
時
迄
天
気
見
合
、
相
止
候
節
ハ
、
米
瀬
取
候
而
も
、
瀬
取
不
申
候
而
も
半
賃
銭
五
拾
文
ニ
被
仰
付
候
一
、
九
ツ
時
よ
り
米
瀬
取
積
相
止
候
節
ハ
、
丸
賃
銭
百
文
ニ
被
仰
付
候
。
御
囲
と
は
幕
府
領
の
年
貢
米
を
一
時
的
に
保
管
す
る
御
米
置
場
（
瑞
賢
蔵
）
の
こ
と
で
、
瀬
取
舟
が
朝
に
出
て
き
て
、
御
囲
の
前
や
最
上
川
の
川
内
に
お
っ
て
も
、
瀬
取
し
な
い
で
戻
っ
た
場
合
は
無
賃
銭
。
朝
八
時
頃
か
ら
午
前
中
、
天
気
の
た
め
中
止
と
な
っ
た
場
合
は
、
米
の
瀬
取
り
を
し
て
も
、
し
な
く
て
も
半
分
の
賃
銭
五
十
文
。
午
後
に
な
っ
て
か
ら
米
の
瀬
取
積
み
が
中
止
に
な
っ
た
場
合
は
一
日
分
の
百
文
。
（ ） 大庄屋文書から見た酒田の世相（九）
（ ）
次
の
覚
は
宝
永
七
年
寅
（
一
七
一
）
四
月
、
池
田
吉
兵
衛
・
上
林
七
郎
左
衛
門
等
九
人
の
年
寄
・
大
庄
屋
か
ら
惣
問
屋
中
惣
酒
田
御
町
中
に
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
海
船
や
他
国
商
人
と
の
直
接
取
引
す
る
問
題
で
あ
る
。
一
、
先
日
申
談
候
通
、
當
年
宮
之
浦
方
ニ
海
船
居
申
候
ニ
付
、
海
船
ニ
而
、
直
賣
買
有
之
様
相
聞
、
問
屋
江
付
不
申
、
直
賣
買
之
儀
、
何
方
ニ
而
も
湊
作
法
ニ
無
之
儀
ニ
候
間
、
急
度
御
町
中
江
申
付
度
由
御
断
申
上
候
處
、
古
来
作
法
之
通
、
被
仰
付
候
間
、
堅
相
守
可
被
申
候
。
宮
野
浦
に
停
泊
し
て
い
る
海
船
と
品
物
の
直
接
売
買
が
行
わ
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
が
、
直
売
買
は
ど
こ
の
港
の
仕
来
り
に
も
な
い
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
で
町
中
に
禁
止
す
る
よ
う
申
し
付
け
た
い
と
役
所
に
願
い
出
た
と
こ
ろ
、
前
々
か
ら
の
仕
来
り
を
仰
せ
付
け
ら
れ
た
の
で
、
必
ず
守
る
よ
う
に
。
一
、
問
屋
之
外
御
當
地
之
者
、
旅
人
江
穀
類
・
諸
色
共
ニ
直
賣
買
、
古
来
之
通
仕
間
敷
候
、
宿
取
次
を
以
、
前
之
通
商
賣
可
仕
候
。
問
屋
以
外
の
酒
田
の
者
は
、
他
国
か
ら
の
旅
人
と
穀
類
や
品
物
類
の
直
売
買
を
前
か
ら
の
仕
来
り
の
よ
う
に
し
な
い
で
、
船
宿
の
取
り
次
ぎ
に
よ
り
商
売
を
す
る
こ
と
。
一
、
他
所
御
蔵
米
者
勿
論
、
古
来
作
法
之
通
、
御
蔵
元
取
次
ニ
而
賣
買
致
、
猥
無
之
様
可
仕
候
、
並
、
諸
国
商
人
・
地
商
人
共
、
穀
類
・
諸
色
、
旅
人
直
賣
買
在
之
候
様
及
承
（
承
け
及
び
）
候
、
古
来
湊
作
法
ニ
相
違
申
候
間
、
前
之
通
宿
取
次
を
以
、
賣
買
可
被
致
候
、
萬
一
相
背
候
者
在
之
候
ハ
ハ
、
御
役
所
江
申
上
、
急
度
可
被
申
付
候
。
他
所
の
御
蔵
米
（
諸
藩
の
売
り
払
い
米
）
は
勿
論
で
あ
る
が
、
米
は
御
蔵
元
が
取
り
次
ぎ
し
、
米
以
外
の
穀
類
・
品
物
類
は
諸
国
商
人
も
地
元
商
人
も
直
売
買
し
な
い
で
、
船
宿
取
り
次
ぎ
で
す
る
こ
と
。
違
反
し
た
場
合
は
奉
行
所
に
申
し
上
げ
、
処
分
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。（
野
附
家
文
書
諸
御
用
控
帳
）
た
ば
こ
作
り
禁
令
に
つ
い
て
は
、
こ
の
研
究
論
集
九
号
の
六
、
江
戸
の
情
報
に
若
干
触
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
全
文
紹
介
し
た
い
。
た
ば
こ
の
売
買
・
作
付
け
禁
止
令
は
慶
長
十
七
年
（
一
六
一
二
）
に
出
さ
れ
た
が
、
喫
煙
の
習
慣
は
全
国
的
に
広
ま
っ
た
。
幕
府
は
寛
永
十
九
年
（
一
六
四
二
）
に
な
る
と
、
禁
止
を
緩
和
す
る
形
で
、
年
貢
の
対
象
と
な
る
本
田
畑
だ
け
へ
の
作
付
け
禁
止
令
を
出
し
た
。
元
禄
十
五
午
年
（
一
七
二
）
に
は
さ
ら
に
作
付
を
緩
和
し
、
前
年
十
四
巳
年
ま
で
の
本
田
畑
に
、
そ
の
半
分
ま
で
は
作
付
け
は
許
可
す
る
が
、
残
り
の
半
分
に
は
土
地
相
応
の
穀
類
を
植
え
る
こ
と
と
し
た
。
次
の
宝
永
元
年
申
（
一
七
四
）
の
覚
は
、
酒
田
で
も
幕
府
の
命
を
受
け
、
本
田
畑
へ
の
た
ば
こ
作
付
け
の
禁
止
と
、
そ
の
緩
和
の
経
過
を
述
べ
、
禁
令
の
度
重
な
る
変
更
に
、
と
ま
ど
っ
て
い
る
の
が
感
じ
と
ら
れ
る
。
酒
田
で
は
前
々
か
ら
た
ば
こ
作
り
を
し
て
い
る
者
は
い
な
い
が
、
今
後
、
出
て
き
た
場
合
は
申
し
上
げ
る
と
、
年
寄
・
大
庄
屋
九
名
か
ら
御
町
奉
行
所
に
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。（
伊
東
家
文
書
、
前
記
の
貞
享
二
年
よ
り
の
書
抜
）
今
度
御
書
出
、
本
田
畑
ニ
前
々
よ
り
多
葉
粉
作
り
申
間
敷
候
由
、
被
仰
付
候
、
去
未
（
元
禄
十
六
年
）
暮
中
、
江
戸
御
書
出
を
以
、
御
触
被
仰
付
候
ニ
付
、
酒
田
御
町
中
本
家
並
名
子
・
借
宅
之
者
迄
、
急
度
申
渡
候
、
然
ル
處
、
又
候
今
度
當
申
之
年
、
た
は
こ
作
り
之
儀
、
去
未
之
年
之
通
、
去
々
年
午
之
年
迄
作
り
候
高
ニ
半
分
作
り
、
残
り
半
分
之
所
者
、
土
地
相
應
之
穀
類
可
作
之
由
、
御
書
出
ヲ
以
被
仰
付
、
奉
得
其
意
、
當
御
町
中
へ
承
届
申
候
所
ニ
、
酒
田
御
町
中
た
は
こ
作
り
申
候
者
、
無
御
座
候
、
若
、
此
末
た
は
こ
作
り
候
者
御
座
候
ハ
ハ
、
可
申
上
候
、
為
其
、
拙
者
共
連
判
書
付
差
上
申
候
以
上
。
（ ） 大庄屋文書から見た酒田の世相（九）
（ ）
イ
、
酒
田
市
史
年
表
の
宝
暦
十
二
年
（
一
七
六
二
）
に
、
九
月
十
三
日
地
震
に
よ
る
家
屋
倒
壊
の
た
め
、
観
音
小
路
か
ら
出
火
、
伝
馬
町
・
南
蔵
院
小
路
・
下
中
町
等
四
一
三
軒
を
焼
失
す
る
。
観
音
堂
も
焼
け
る
。（
野
附
文
書
）
。
こ
の
年
表
で
引
用
し
た
野
附
文
書
に
つ
い
て
は
わ
か
ら
な
い
が
、
野
附
文
書
の
宝
暦
十
二
年
よ
り
の
諸
御
用
控
帳
で
は
か
な
り
異
な
る
。
次
に
全
文
を
紹
介
す
る
が
、
火
元
は
観
音
小
路
の
清
三
郎
後
家
の
家
で
、
焼
失
戸
数
四
百
十
二
、
観
音
堂
は
残
る
。
特
に
地
震
に
つ
い
て
は
、
九
月
十
五
日
と
し
、
二
度
あ
っ
た
が
、
終
わ
り
は
身
体
に
感
じ
な
い
ほ
ど
で
あ
っ
た
と
簡
単
に
記
し
、
地
震
が
原
因
の
火
災
と
は
記
述
さ
れ
て
い
な
い
。
宝
暦
十
二
年
午
九
月
十
三
日
、
観
音
小
路
よ
り
出
火
、
其
節
類
焼
之
町
数
之
覚
一
、
観
音
小
路
一
、
上
臺
町
東
側
不
残
類
焼
一
、
今
町
両
側
半
分
程
、
但
観
音
堂
残
ル
一
、
寺
町
銅
や
佐
七
邊
迄
一
、
町
離
町
弐
軒
一
、
南
蔵
院
小
路
不
残
一
、
荒
町
四
、
五
軒
程
一
、
傳
馬
町
不
残
一
、
肝
煎
小
路
不
残
一
、
秋
田
町
東
片
側
一
、
下
中
町
弐
丁
余
一
、
下
内
匠
町
弐
丁
程
一
、
粕
谷
小
路
一
、
持
地
院
小
路
家
数
四
百
拾
弐
軒
、
内
弐
軒
町
離
右
者
、
昼
八
ツ
時
よ
り
出
火
い
た
し
、
暮
六
ツ
半
時
迄
類
焼
有
之
候
、
十
五
日
ニ
、
於
て
御
役
所
、
御
吟
味
被
仰
付
候
、
火
元
観
音
小
路
清
三
郎
と
申
者
後
家
。
宝
暦
十
二
年
午
九
月
十
五
日
昼
七
ツ
時
分
地
震
、
七
半
時
地
震
、
右
両
度
共
ニ
終
不
覚
程
之
地
震
ニ
御
座
候
。
ロ
、
宝
暦
十
三
年
、
山
王
堂
町
五
郎
右
衛
門
の
稲
小
屋
か
ら
の
出
火
で
、
被
害
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
放
火
に
よ
る
と
し
て
い
る
。
出
火
の
原
因
に
放
火
と
い
う
の
が
多
く
見
ら
れ
る
が
、
失
火
の
責
任
回
避
の
た
め
と
思
わ
れ
る
。
処
分
は
謹
慎
で
あ
る
。
奉
行
所
で
の
吟
味
に
は
足
軽
目
附
・
同
心
・
大
庄
屋
・
肝
煎
・
書
役
・
小
使
が
出
席
し
て
い
る
。
奉
行
中
田
七
郎
兵
衛
の
時
の
こ
と
で
あ
る
。
未
十
一
月
廿
六
日
之
夜
七
ツ
時
前
、
山
王
堂
町
五
郎
右
衛
門
裏
稲
小
屋
よ
り
致
出
火
候
ニ
付
、
吟
味
被
仰
付
候
、
御
吟
味
之
上
、
付
火
之
趣
申
上
候
、
依
之
、
五
郎
右
衛
門
慎
被
仰
付
候
、
御
吟
味
之
節
、
御
役
所
へ
御
出
席
之
御
役
人
、
御
足
軽
目
附
山
口
角
平
次
・
小
久
保
彦
兵
衛
、
御
同
心
杉
原
新
蔵
・
村
上
徳
兵
衛
、
野
附
圓
太
、
肝
煎
久
右
衛
門
、
書
役
甚
蔵
、
小
使
源
治
、
右
何
れ
も
相
詰
候
、
中
田
七
郎
兵
衛
様
御
勤
之
節
。（
野
附
家
文
書
諸
御
用
控
帳
）
ハ
、
宝
暦
十
四
年
申
正
月
二
十
九
日
、
八
軒
町
に
あ
る
荒
瀬
郷
の
代
家
守
伊
五
郎
か
ら
の
出
火
の
扣
と
肝
煎
半
兵
衛
か
ら
内
町
組
大
庄
屋
野
附
・
池
田
の
御
両
所
殿
に
出
さ
れ
た
注
進
書
で
あ
る
。
正
月
廿
九
日
之
夜
、
荒
瀬
代
家
守
伊
五
郎
裏
小
屋
よ
り
出
火
仕
候
而
、
本
家
・
小
屋
共
ニ
焼
失
仕
候
、
翌
卅
日
御
役
所
ニ
而
、
御
吟
味
被
仰
付
候
扣
御
注
進
申
上
候
今
夜
五
ツ
半
時
頃
、
拙
者
支
配
八
軒
町
荒
瀬
代
家
守
伊
五
郎
と
申
者
家
裏
ニ
有
之
候
小
屋
よ
り
出
火
仕
候
、
依
之
御
注
進
申
上
候
以
上
。
伊
五
郎
に
つ
い
て
の
次
の
家
内
付
が
出
さ
れ
た
。
八
軒
町
火
元
年
七
十
三
伊
五
郎
同
四
十
三
同
人
倅
久
兵
衛
病
気
同
三
十
六
久
兵
衛
女
房
同
六
才
同
人
子
幸
八
同
四
才
同
宇
八
同
弐
才
同
娘
み
よ
同
二
十
三
同
人
召
仕
又
右
衛
門
同
二
十
三
同
下
女
な
つ
右
者
伊
五
郎
家
内
、
如
此
ニ
御
座
候
。
御
吟
味
罷
出
候
者
之
扣
八
軒
町
火
元
伊
五
郎
同
人
倅
久
兵
衛
病
気
久
兵
衛
女
房
同
人
召
仕
又
兵
衛
同
下
女
な
つ
東
隣
善
五
郎
五
人
組
久
助
向
家
十
左
衛
門
・
五
郎
右
衛
門
・
伊
之
介
自
身
番
十
左
衛
門
・
五
郎
右
衛
門
・
源
十
郎
辻
番
傳
三
郎
敲
番
松
兵
衛
朝
五
ツ
之
中
頃
ニ
相
詰
、
夜
九
ツ
半
頃
ニ
引
取
申
候
。（
野
附
家
文
書
諸
御
用
控
帳
）
三
十
日
に
吟
味
が
行
わ
れ
、
午
前
九
時
よ
り
翌
日
午
前
一
時
ま
で
行
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
敲
番
と
は
火
の
用
心
の
た
め
に
、
拍
子
木
を
叩
き
な
が
ら
夜
回
り
す
る
番
人
と
思
わ
れ
る
。
奉
行
所
に
呼
び
出
さ
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
口
書
、
注
進
書
、
本
家
と
小
屋
の
絵
図
（
家
續
書
）
な
ど
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
（ ） 大庄屋文書から見た酒田の世相（九）
（ ）
イ
、
貞
享
四
年
卯
（
一
六
八
七
）
二
月
、
遊
佐
郷
宮
野
内
組
宮
海
村
の
善
五
郎
の
語
り
（
騙
り
）
事
件
で
あ
る
。
宮
海
村
善
五
郎
と
申
者
、
方
々
語
り
仕
候
由
で
、
二
月
七
日
ま
で
の
善
五
郎
の
所
在
確
認
が
行
わ
れ
、
八
日
に
御
町
廻
衆
・
御
同
心
衆
よ
り
次
ぎ
の
よ
う
な
処
分
が
行
わ
れ
た
。
騙
り
の
内
容
は
わ
か
ら
な
い
が
、
微
罪
と
思
わ
れ
、
今
後
も
酒
田
に
来
て
騙
り
を
し
た
場
合
は
厳
罰
に
す
る
が
、
今
回
は
宮
海
村
に
隣
接
す
る
小
湊
村
の
渡
し
場
か
ら
追
い
帰
し
で
あ
る
。
重
而
、
此
方
へ
参
、
語
仕
候
ハ
ハ
、
見
当
次
第
、
急
度
可
申
付
よ
し
吉
兵
衛
宅
ニ
而
堅
申
渡
し
、
久
七
・
五
人
組
と
相
添
、
小
湊
渡
り
迄
送
セ
、
渡
し
守
ニ
堅
申
付
帰
り
申
候
。（
伊
東
家
文
書
池
田
家
御
用
帳
書
抜
）
ロ
、
宝
暦
十
二
年
（
一
七
六
二
）、
代
々
大
庄
屋
役
を
勤
め
、
当
時
総
代
名
主
で
あ
っ
た
幕
府
領
の
千
川
原
村
金
古
（
金
子
）
家
と
酒
田
米
屋
町
組
大
庄
屋
・
野
附
家
と
の
縁
組
成
立
の
経
過
で
あ
る
。
五
月
二
十
一
日
、
丸
岡
御
料
の
金
古
喜
太
郎
よ
り
野
附
と
同
役
の
米
屋
町
組
大
庄
屋
池
田
吉
兵
衛
様
に
縁
組
仲
立
ち
の
依
頼
書
状
、
拙
者
娘
と
よ
と
申
者
、
當
年
拾
五
歳
ニ
罷
成
候
、
御
同
役
野
附
圓
太
事
、
内
縁
在
之
候
ニ
付
、
娘
ニ
取
向
申
度
段
相
談
い
た
し
候
、
於
此
方
、
何
之
指
障
無
之
候
間
、
圓
太
方
よ
り
願
出
候
ハ
ハ
、
宜
敷
御
取
繕
可
被
下
候
。
同
年
午
六
月
、
野
附
圓
太
の
使
池
田
吉
兵
衛
か
ら
御
町
奉
行
所
の
中
田
七
郎
兵
衛
様
に
次
ぎ
の
乍
恐
書
付
を
以
奉
願
候
が
出
さ
れ
た
。丸
岡
御
料
千
川
原
村
金
古
喜
太
郎
儀
、
兼
而
拙
者
縁
者
ニ
御
座
候
処
、
右
喜
太
郎
娘
當
年
拾
五
歳
ニ
罷
成
候
、
依
之
奉
願
候
、
拙
者
伜
野
附
圓
治
所
へ
縁
組
仕
、
引
取
申
度
奉
存
候
処
、
千
川
原
村
名
主
所
よ
り
之
書
状
壱
通
・
寺
證
文
指
上
申
候
、
奉
願
候
通
、
被
仰
付
被
下
置
度
奉
存
候
以
上
。
午
六
月
、
大
山
御
料
余
目
村
禅
宗
宝
護
寺
よ
り
宗
旨
御
役
所
へ
の
寺
證
文
之
事
丸
岡
御
料
千
川
原
村
金
古
喜
太
郎
娘
と
よ
儀
、
代
々
禅
宗
ニ
而
、
拙
寺
旦
那
ニ
紛
無
御
座
候
、
此
末
他
領
へ
縁
付
、
宗
旨
替
仕
候
共
、
構
無
御
座
候
。
翌
十
三
年
未
八
月
、
野
附
圓
太
・
池
田
吉
兵
衛
よ
り
宗
旨
御
役
所
に
次
ぎ
の
覚
が
提
出
さ
れ
た
。
と
よ
は
酒
田
の
天
正
寺
の
檀
家
と
な
っ
た
。
一
、
禅
宗
天
正
寺
野
附
圓
太
伜
圓
治
妻
右
圓
治
妻
大
山
御
料
千
川
原
村
金
古
喜
太
郎
娘
ニ
御
座
候
、
去
年
六
月
、
奉
願
候
所
被
仰
付
、
同
九
月
引
取
申
候
右
之
通
御
料
よ
り
縁
組
仕
候
間
、
申
上
候
以
上
。（
野
附
家
文
書
諸
御
用
控
帳
）
ハ
、
宝
暦
十
三
年
、
ど
の
よ
う
な
勤
方
を
し
た
の
か
わ
か
ら
な
い
が
、
奉
行
所
か
ら
聞
か
れ
、
勤
方
が
悪
い
と
し
て
目
明
役
を
取
上
ら
れ
た
重
助
と
重
蔵
の
代
わ
り
に
、
仁
兵
衛
が
跡
役
と
な
っ
た
。
そ
の
支
度
金
を
六
年
賦
で
の
御
町
用
金
か
ら
の
拝
借
願
い
で
あ
る
。
覚
未
四
月
十
九
日
目
明
役
御
取
上
ケ
被
仰
付
候
傳
馬
町
重
助
・
船
場
丁
重
蔵
、
勤
方
不
宜
趣
、
於
御
奉
行
所
ニ
及
御
聞
、
目
明
役
御
取
上
ケ
被
仰
付
候
ニ
付
、
跡
役
米
や
町
仁
兵
衛
江
未
ノ
四
月
廿
日
ニ
被
仰
付
候
、
依
之
、
為
支
度
金
、
金
壱
両
弐
歩
、
六
年
賦
拝
借
被
仰
付
證
文
之
覚
。
未
四
月
、
仁
兵
衛
と
三
十
六
人
衆
年
寄
役
上
林
、
三
町
組
大
庄
屋
栗
林
・
伊
東
・
野
附
の
五
人
か
ら
御
町
奉
行
所
中
田
に
次
の
覚
が
出
さ
れ
た
。
な
お
、
お
願
い
の
日
は
山
王
祭
礼
で
、
三
人
は
い
そ
が
し
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
野
附
圓
太
一
人
だ
け
が
申
し
上
げ
、
願
い
は
聞
き
届
け
ら
れ
た
。
一
、
金
壱
両
弐
歩
右
者
拙
者
儀
、
當
分
目
明
役
被
仰
付
候
ニ
付
、
支
度
為
入
用
、
御
町
用
金
之
内
よ
り
拝
借
被
仰
付
、
難
有
仕
合
奉
存
候
、
當
未
ノ
暮
よ
り
子
ノ
年
迄
六
年
賦
、
壱
ケ
年
壱
歩
ツ
ツ
急
度
上
納
可
仕
候
間
、
相
渡
申
候
様
、
御
末
書
可
被
成
下
候
。
中
田
七
郎
兵
衛
様
御
勤
之
節
、
尤
、
廿
一
日
ニ
ハ
山
王
祭
礼
ニ
付
、
外
仲
間
取
込
居
候
由
ニ
而
、
委
細
圓
太
壱
人
ニ
而
、
申
上
候
所
、
無
相
違
被
仰
付
候
。（
野
附
家
文
書
諸
御
用
控
帳
）
ニ
、
宝
暦
十
四
年
（
一
七
六
四
）、
酒
田
町
奉
行
が
中
田
七
郎
兵
衛
か
ら
金
井
男
四
郎
に
替
わ
っ
た
。
急
な
人
事
異
動
の
よ
う
で
、
中
田
は
夜
通
し
で
鶴
岡
に
向
か
っ
て
い
る
。
三
月
三
日
に
御
礼
日
と
あ
る
が
、
同
年
同
月
日
藩
で
は
七
十
歳
以
上
の
男
女
に
米
二
千
俵
余
を
（ ） 大庄屋文書から見た酒田の世相（九）
（ ）
下
賜
し
て
い
る
（
酒
井
世
紀
）。
そ
の
日
、
中
田
は
普
請
奉
行
に
任
命
さ
れ
て
い
る
。
中
田
に
は
酒
田
・
内
町
・
米
屋
町
三
組
の
大
庄
屋
栗
林
等
六
名
か
ら
三
月
六
日
に
祝
儀
が
献
上
さ
れ
た
。
祝
儀
の
七
嶋
は
わ
か
ら
な
い
。
な
お
、
三
十
六
人
衆
か
ら
の
祝
儀
は
塩
引
二
尺
御
樽
壹
荷
、
但
三
升
入
塗
樽
で
あ
る
（
三
十
六
人
衆
御
用
帳
）。
宝
暦
十
四
年
申
三
月
朔
日
之
夜
四
ツ
時
、
急
ニ
御
町
奉
行
中
田
七
郎
兵
衛
様
鶴
岡
表
よ
り
御
用
申
来
、
夜
通
し
ニ
御
登
被
成
、
三
日
之
御
礼
日
ニ
、
於
御
城
、
七
郎
兵
衛
様
御
普
請
奉
行
御
役
被
蒙
仰
、
爰
許
御
町
奉
行
御
役
、
同
日
於
御
城
、
金
井
男
四
郎
様
被
蒙
仰
候
、
依
之
、
七
郎
兵
衛
様
へ
為
御
祝
儀
、
左
之
通
（
名
前
略
）
六
人
之
方
よ
り
差
上
申
候
御
祝
儀
一
、
七
嶋
拾
五
枚
御
樽
肴
。
七
郎
兵
衛
は
祝
儀
に
礼
を
述
べ
、
献
上
者
が
よ
く
勤
め
て
い
る
こ
と
を
家
老
に
も
申
し
上
げ
た
と
こ
ろ
、
年
寄
・
大
庄
屋
九
人
に
御
町
火
消
料
よ
り
一
両
ず
つ
の
褒
美
、
さ
ら
に
家
老
か
ら
も
褒
美
が
あ
る
と
次
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。
右
之
通
差
上
申
候
所
、
其
節
七
郎
兵
衛
様
御
逢
被
成
、
右
之
御
礼
厚
被
仰
、
其
節
被
仰
渡
候
ハ
、
各
是
迄
出
精
ニ
相
勤
候
段
、
先
頃
罷
登
候
節
、
御
家
老
中
へ
も
申
上
候
所
、
御
満
悦
被
召
置
候
段
被
仰
聞
候
、
依
之
、
年
寄
・
大
庄
屋
九
人
江
壱
人
ニ
金
壱
両
ツ
ツ
御
町
火
消
料
之
内
よ
り
被
下
置
候
、
猶
又
近
日
、
御
家
老
中
よ
り
も
何
れ
御
評
議
之
上
、
御
褒
美
在
之
筈
之
由
被
仰
渡
候
（
野
附
家
文
書
諸
御
用
控
帳
）。
外
に
も
筑
後
町
肝
煎
、
御
同
心
八
人
、
御
帳
付
二
人
に
も
出
精
ニ
相
勤
と
し
て
御
町
火
消
料
や
御
町
用
金
か
ら
褒
美
が
出
さ
れ
て
い
る
。
ホ
、
文
久
三
年
（
一
八
六
三
）、
水
死
し
、
流
れ
着
い
た
女
房
・
子
供
の
死
骸
を
届
け
な
い
で
、
夫
が
い
ず
れ
も
貰
い
受
け
た
こ
と
が
、
穏
便
に
処
理
し
た
こ
と
と
し
て
藩
に
聞
こ
え
た
。
藩
で
は
け
し
か
ら
ぬ
と
し
て
、
二
月
二
十
日
、
中
老
酒
井
兵
部
と
末
松
十
蔵
か
ら
酒
田
町
奉
行
金
井
國
之
助
に
取
り
調
べ
の
上
、
詳
細
の
報
告
を
求
め
た
。
流
寄
候
を
、
孰
茂
穏
便
ニ
取
仕
舞
候
趣
相
聞
、
不
埒
之
儀
ニ
付
、
右
始
末
支
配
尋
申
付
、
追
而
取
調
可
被
申
聞
候
。
こ
の
事
件
の
内
容
は
、
酒
田
六
軒
小
路
源
八
右
女
房
並
同
人
子
三
歳
ニ
相
成
候
小
児
共
、
先
月
十
四
日
之
夜
水
死
い
た
し
、
女
房
之
死
骸
ハ
其
後
高
野
濱
上
御
米
置
場
下
江
流
寄
候
を
、
同
所
之
者
見
当
り
、
其
場
江
埋
置
候
を
源
八
聞
及
ひ
、
右
死
骸
貰
請
、
小
児
之
死
骸
ハ
同
月
廿
五
日
能
登
興
屋
地
方
江
流
れ
寄
候
を
、
是
又
貰
請
、
孰
茂
穏
便
ニ
取
仕
舞
候
趣
、
相
聞
候
事
。（
野
附
家
文
書
酒
田
町
組
米
屋
町
組
御
用
留
牒
）。
処
分
に
つ
い
て
は
記
録
さ
れ
て
い
な
い
。
（ ） 大庄屋文書から見た酒田の世相（九）
